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関係者総意の森林施業の体制づくり
（計画的に施業を進めるために）

日野振興センター

農林業振興課 普及担当

日南町の間伐

県内の素材生産３７％

ほとんどの地域が森林経営計画策定

LVL工場オロチにより搬出間伐が増加

素材生産量（間伐搬出支援事業　H25）

全県のｽｷﾞ･ﾋﾉｷ面積１５％
日南町
５万９千m3その他

市町村
１０万m3

計画的にすすんでいない？

森林資源は数字上は十分にあるが・・・

間伐がどのように行われているのか？

間伐団地を確保するの
がたいへんなんです。

地図情報システム（GIS）

・間伐実施履歴のデータ化
・路線の図化
・傾斜区分による解析

日南町の間伐実施状況（H19～25）
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スギ・ヒノキ林 間伐実施

全体 ２７％実施
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赤字は間伐実施率

地図情報システム（GIS）分析 既設路網を中心に実施
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偏った路網分布

ＧＩＳの分析結果を踏まえて、森林組合と現状把握を行った。

現状認識（これまでの取組）

○森林組合の認識

搬出間伐対象地は十分にある。

既設路網で実施可能

○県の認識

搬出間伐対象地は不足しつつある。

路網整備のため路線開設が必要

普及内容

②共有化

（森林整備の体制づくりの支援）

○計画的な森林施業を実施するための関係者の意見徴集
（森林組合、町、素材生産業者など）

①路網

（集約化に必要な路網計画の支援）

○路網空白地帯の林業専用道等の提案。（月１回）

・森林経営計画５団地、５路線

○将来性、広域性を考慮した林道の提案。

①路網

集約化に必要な路網計画の支援

路線提案（石見地域）
中石見間伐実施状況（745～747、739～741林班）

（単位：面積ha）

面積
間伐
面積

実施
率

１齢級 0 0

２齢級 0 0
３齢級 0 0
４齢級 0 0
５齢級 1 0 0%
６齢級 1 0 0%

７齢級 9 1 12%
８齢級 36 0 1%
９齢級 13 1 11%
１０齢級 24 1 6%
１１齢級 44 2 4%

１２齢級 33 0 1%
１３齢級 14 0 0%
１４齢級 7 0 0%
１５齢級 4 0 0%
１６齢級 5 0 0%
１７齢級 0 0 0%

１８齢級 2 0 0%
１９齢級 0 0
２０齢級 1 0 0%
２１齢級以上 0 0
合計 194 6 3%
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スギ・ヒノキ林 間伐実施
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中石見路線計画

北路線 L=3200m 平均勾配6％
利用区域人工林 57ha

南路線 L=5100m 平均勾配1％
利用区域人工林 106ha

日野上路線計画（架線系・車両系搬出）

②事業体要望の架線系搬出路線

③既設道利用の車両系搬出路線

①間伐未実施の架線系搬出路線

②共有化

森林整備の体制づくりの支援 ①現状認識（見える化）

⑤自発的・自立的な森林整備

④実行・具現化（役割分担）

③対応策の検討（プロジェクトチーム）

②課題検討（共有化、意見交換）

将来を見据えた森林整備の構想をめざして

日南町との森林情報交換会（12.25）

○現状認識・共有

・近い将来、間伐だけでは材が不足する！
・町行造林でも一通り間伐が終わってしまった。
・成長量以上の伐採してよいのか？

◎路線計画、施業計画

・実行性のある路線計画、実施に向けた取組の必要性。
・森林組合を加えた協議が必要。

○ゾーニング
○林道
○皆伐（林齢構成の平準化）

第２回森林情報交換会(町・森林組合・県)

○林業の継続性
○法正林（林齢構成の平準化）
○皆伐
○ゾーニング
○不在村地主問題
○農道利用
○林道

○現状認識・共有

・やり易い、同じところで施業

○路網があれば間伐が進んでいく

◎路線開設プロジェクトチーム(ＰＴ)設立
・路線提案(森林組合、県)、支援(町、県)、実行(森林組合)
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普及成果

①集約化に必要な路網計画の支援

○路網空白地帯の林業専用道の提案
・２路線（石見、日野上団地）事業化

○トラック走行を前提とした森林作業道モデル
（縦断勾配（14％～）、R=6m、幅員3m、簡易構造物）
・１路線（福栄団地）開設予定

②森林整備の体制づくりの支援

○計画的な施業を実施するための関係者の意見交換
（町、森林組合、県の森林情報意見交換会）
・現状認識、危機感の共有
・路線開設ＰＴ設立

今後について

路線開設ＰＴ

・ゾーニング
・路網計画
・搬出方法

◎残された課題検討

○皆伐
・法正林（林齢構成の適正化）
・再造林促進（植栽・保育支援）
○不在村地主問題
○農道利用
・補修、林道規格への改良

・日南町：森林管理

・日南町森林組合：森林施業プランナー

ご静聴ありがとうざいました


